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公立大学法人三重県立看護大学 平成 31年度 年度計画 
 

基本的な考え方 

 

１ 質の高い教育・研究の実践 

高等教育機関として、高い倫理観を基盤とした人を理解する鋭い感性と豊かな人間 

 性、自主・自律し自己決定できる能力、創造する能力や課題発見能力を具えた看護職 

者を育成するために、常に教育改革に取り組み、特色ある教育内容を実践する。また、 

看護学及び教員独自の研究分野における研究活動を積極的に推進する。 

 

２ 地域貢献、地域連携の推進 

県民のニーズを把握するとともに、国内及び国外の高等教育機関、医療機関や研究 

機関との教育・研究での交流や連携、県内の保健・医療・福祉の情報ネットワークを 

活用した大学からの情報発信を図ることによって、社会に教育・研究の成果を還元し、 

地域の保健・医療・福祉の向上に寄与する。 

 

３ 適切で効率的かつ透明性の高い組織運営 

  社会の変革に対応した教育・研究活動を実施していくため、役員及び職員（教員及 

び事務職員をいう。事務職員には技術職員及びその他の職員を含む。以下同じ。）が

大学運営に主体的に取り組むとともに、積極的に学外からの評価を受け入れ、大学の

教育・研究活動や運営にかかる情報公開と説明責任を遂行し、適切で透明性の高い運

営を行う。 

 

Ⅰ 年度計画の期間及び教育研究上の基本組織 

 

１ 年度計画の期間 

   平成 31年４月１日から平成 32年３月 31日まで 

 

２ 教育研究上の基本組織 

   看護学部 看護学科 

   大学院  看護学研究科 

 

Ⅱ 大学の教育研究等の向上に関する取組 

 

１ 教育に関する取組 
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(1) 教育内容に関する取組 

 

① 学生の確保 

 

   ア 学部 

 

    ＜アドミッションポリシーの明確化＞【21101】 

     入試に関する情報、特に平成 32年度より実施される「大学入学共通テスト」

に関して、本学のアドミッションポリシーを踏まえた取り組みを高校生、高等

学校などに向けて積極的に発信し、周知に努める。 

 

＜適切な選抜の実施＞【21102】 

     入学者選抜方法と入学後の成績、休退学の状況について点検する。また、高

大接続事業と入学者選抜方法との関係のあり方を再検討する。 

 入試改革については、「大学入学共通テスト」導入に合わせ、本学で独自に

実施する入学者選抜方法の改革案を検討する。 

 

    ＜高等学校との連携＞【21103】 

     本学を志す優秀な学生を確保できるよう、県教育委員会や県内高等学校、県

内医療機関と連携、協力して、県内高校生に対する本学の高大接続事業を着実

に実施する。平成 31 年度で本学が実施している事業の補助金対象期間が終了

することを踏まえ、継続可能なプログラムについて検討していく。 

 

   イ 研究科 

 

    ＜アドミッションポリシーの明確化＞【21104】 

     アドミッション・ポリシーをはじめとして、大学院カリキュラムや入試方法

等を様々な広報媒体を通じて周知する。 

 

＜適切な選抜の実施＞【21105】 

     学内推薦、機関長推薦など多様な入試制度を募集要項等により学内外に周知

し、定員充足に努める。 

 

   ② 教育課程及び教育内容の充実 

 

   ア 学部 
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    ＜教育課程・教育方法・内容の充実＞【21106】 

     教育課程の評価を継続し、より適切な教育課程の編成について検討を開始す

る。 

 特別講義「三重を知ろう」を引き続き実施し、低学年の時から三重県の魅力

を知る機会を設ける。 

 

    ＜公正な成績評価の実施＞【21107】 

     各科目の成績評価基準を学生に明示し、公正な成績評価の実施を継続する。 

 ルーブリック評価の活用について拡大を検討する。 

 

   イ 研究科 

 

    ＜教育課程・教育方法・内容の充実＞【21108】 

     新カリキュラムの運用を着実に実施する。旧カリキュラムが適用される大学

院生に不利益が生じないように配慮する。 

      

    ＜公正な成績評価の実施＞【21109】 

     平成 30年度に「特別研究」と「課題研究」の相違を明確にして改正した「学

位論文審査基準」に基づき、学位論文審査及び最終試験を適切に実施する。 

 

  (2) 教育の質の向上に関する取組 

 

    ＜授業の点検・評価＞【21201】 

     「教員相互による授業点検・評価」及び「学生による授業評価」を実施し、

「授業改善等に関する報告書」を作成し、これらを教育に活用する。平成 30年

度改正した「学生による授業評価」項目について、検討を続ける。 

 

    ＜研修会等の開催＞【21202】 

     ＦＤ活動を推進するため、研究教育内容や授業方法についての相互研修など

を引き続き開催する。また、本学の実情にあった体系的なＦＤのあり方を検討

する。 

 

  (3) 学生の支援に関する取組 
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    ＜学習支援＞【21301】 

    ・学生相談制度とチューター制度を継続し、学生自身の成長を意識した支援を

実施する。 

 

    ・学生が自主的に学習できる環境の整備を行う。 

 国家試験情報コーナーへ掲載する情報の種類、内容について、看護師国家試

験同様、保健師国家試験への取り組みについても充実させる。 

 低学年のうちから国家試験に向けた学習指導を行う。 

 

＜生活支援＞【21302】 

    ・本学の生活支援制度や学内の設備・使用ルール等について、入学時のオリエ

ンテーションや年度当初のガイダンスにおいて周知することによって、学生が

充実した学生生活を過ごすことができるよう環境を整える。また、「学生生活

に関する意見箱」を活用し、学生の要望について随時、対応策を検討しフィー

ドバックする。 

 

    ・学生の公益的活動に関する意識を醸成し、積極的な参画につながるよう支援

を行う。 

 

    ・事務局職員の対応について、高い評価を維持できるよう、窓口業務など学生

への日々の対応を適切に行う。 

 授業料減免制度を周知し、経済的理由によって学資の負担が困難であり、か

つ学業優秀と認められる者について支援を行う。 

 「みかん大進学支援給付金」を適切に運用する。 

 高等教育無償化に係る支援措置の対象となる大学の要件（機関要件）を満た

すよう適切に対応する。 

 

    ＜就職支援＞【21303】 

     就職説明会に２年生も多く参加できるよう調整する。また、県内の医療機関

や保健機関等について、ガイダンス・オリエンテーション時に県外出身者にも

詳細に情報提供し、就職に関する相談・支援を積極的に行う。 

 

２ 研究に関する取組 

 

(1)研究水準及び研究の成果等に関する取組 
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＜研究活動の方向性＞【22101】 

    ・連携協力協定病院をはじめとした医療機関や行政機関との連携を深めて看護

研究支援の充実を図る。 

 特に「看護研究の基本ステップ」は、遠隔地への支援を行う。 

 

    ・全教員が科学研究費補助金その他の外部資金の申請及び獲得が円滑にできる

よう支援を行う。また、「外部資金助成情報管理システム」を適切に運用し、教

員へ情報を届ける。 

 

＜研究成果の公表と還元＞【22102】 

    ・各教員の主な研究活動や現在の研究課題等について、ホームページ等を活用

して情報発信を行う。また、紀要の電子化を推進する。 

 

    ・公開講座や出前講座等あらゆる機会を活用して、本学教員の研究活動の成果

を地域や県民に還元する。地域交流センターの活動をホームページや機関リポ

ジトリで公表する。 

 

    ＜知的財産の活用＞【22103】 

     知的財産については、職務発明規程に基づき適切に管理する。「産学連携知

的財産アドバイザー」を積極的に活用することにより、教員の研究活動からの

新たな発明案件の創出や、知的財産に係る知識やノウハウの蓄積などを進める。 

 

  (2) 研究実施体制等の整備に関する取組 

 

①  研究実施体制の整備 

 

    ＜研究活動への支援＞【22201】 

    ・大学全体や教員各自の研究を推進するため、研究に関する研修会を開催する。

学長特別研究費の新たな支援制度について検討する。 

 

    ・教員活動評価・支援制度の運用により、教員の研究活動や能力向上を支援す

るため、長期研修または大学院への進学機会の付与、研究費の追加配分を行う。 

 

    ＜研究活動の評価と改善＞【22202】 

     教員の活動評価・支援制度の運用により、教員各自の研究活動に関する点検・

評価を行う。 
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②  研究倫理を堅持する体制の整備 

    

    ＜研究倫理を堅持する体制＞【22301】 

    ・研究倫理審査会を定期的に開催し、研究倫理を徹底するとともに、必要に応

じ運用や規程・要領を見直すなど、継続的な改善を行う。 

 学部生の卒業研究に係る倫理審査については、教育的支援と審査の迅速化に

向けて運用をさらに検討する。 

 運用の見直しを進めるにあたっての情報収集と、審査会の資質向上を図るた

め、外部研修に委員等を派遣する。 

 研究倫理に関する教職員への情報提供・意見交換の機会の工夫など、学内研

究者・審査者双方の研究倫理にかかる資質向上のための仕組みの構築を目指す。 

 

・「研究費等執行マニュアル」の周知徹底を行うとともに、研究不正行為等の防

止にかかる研修を実施し、不正行為等の防止についての教職員の意識向上を図

る。 

 

 ３ 地域貢献等に関する取組 

 

  (1) 地域貢献に関する取組 

 

    ＜地域貢献機能の充実＞【23101】 

     県内の保健・医療・福祉の向上に貢献できるよう地域と連携して行う事業を

積極的に推進する。また、認定看護師教育課程「認知症看護」の３年目開講や

県からの受託事業を実施する。 

 

    ＜多様な主体との連携による地域貢献の推進＞【23102】 

     地域の課題解決や政策立案等に寄与するため、教員の専門性を活かし、審議

会等に協力する。また、公開講座の開催や行政機関からの受託事業の実施等、

教員それぞれの専門分野を活かした地域貢献を推進する。 

 認定看護師教育課程「認知症看護」については、「教育訓練支援給付金」制

度の適切な運用を行うことにより、研修生が受講しやすい環境を整備する。 

 「産学連携知的財産アドバイザーの派遣」を活用し、知的財産情報の高度活

用による権利化等の推進に努める。 
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    ＜地域住民等との交流の推進＞【23103】 

     県民に看護や医療、健康等に関心を持ってもらうため、教員各自の専門分野

を活かした出前講座やその他の講師派遣、教員提案事業を行う。 

 本学主催の公開講座を 3回実施する。三重県や各団体が実施する県民の健康

等に関するイベントに協力・参加する。 

 

    ＜卒業生への継続的教育＞【23104】 

     卒業生支援事業として「卒業生支援プロジェクト」及び「卒業生きずなプロ

ジェクト」を開催する。また、卒業生に本学の大学院進学や認定看護師教育課

程の紹介を継続して行っていく。 

 

  (2) 国際交流に関する取組 

 

    ＜国際交流の推進＞【23201】 

    ・国際交流協定を締結しているマヒドン大学及びグラスゴー大学との交流を促

進する。また、マヒドン大学からの教員を招聘する。その他、国際交流の可能

性について検討する。 

 

    ・教員活動評価・支援制度や他の制度を活用して、教員の海外研修を積極的に

支援する。 

 

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する取組 

 

１ 組織運営の改善に関する取組 

 

＜効率的で機動的な組織運営体制の維持＞【31101】 

     学外の有識者が参加する理事会、経営審議会、教育研究審議会において十分

な審議を行う。 

 また、理事長がリーダーシップを発揮し迅速な意思決定や機動的な運営が行

えるよう、副理事長及び理事が補佐する。 

 さらに、変更した法人の業務方法書に基づき制定した関連規程・方針に沿っ

て適切に内部統制体制を運用する。 

 

    ＜戦略的な法人運営の確立＞【31102】 

     文部科学省や一般社団法人公立大学協会が主催する会議等に積極的に参加

し、国や他大学の動向等の情報を注意深く収集するとともに、地域や設置団体
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との情報交換に努めることなどにより関係性を強化し、法人運営に活用する。 

 公立大学協会看護・保健医療部会を本学で開催する。 

 

    ＜内部監査の推進＞【31103】 

     中長期の監査計画に基づき、教育・研究、財務、学生支援、オペレーション

等カテゴリー間のバランスを考慮した上で、幅広い分野で内部監査を計画的に

実施し、不断の改善につなげる。 

  

２ 人事の適正化に関する取組 

 

(1)人材の確保 

 

＜適切な人材マネジメントの実施＞【32101】 

     教員活動評価・支援制度、昇任申請基準、採用選考に係る審査基準等の人事

制度を適切に運用するとともに、点検・評価を実施し、必要に応じて制度改善

を行う。 

 

＜教員の確保＞【32102】 

     優秀な教員を確保するために、教員採用に関する情報を幅広く発信するとと

もに、本学の教育理念・教育目標が達成できるよう、多様な雇用形態を活用し、

必要な教員数を確保する。 

 

＜事務職員の確保＞【32103】 

     法人・大学運営の専門性、特殊性等にも的確に対応できるよう、大学固有職

員、県からの派遣職員及び契約職員等を適材適所に配置する。 

 

  (2) 人材の育成 

 

    ＜教員の育成と能力向上＞【32201】 

     教員活動評価・支援制度や研修制度を適切に運用するとともに、ＦＤ活動及

びＳＤ活動を通じ、計画的に教員の人材育成を行う。 

 

    ＜事務職員の育成と能力向上＞【32202】 

     育成支援のための人事評価制度に基づき職員の評価を行うとともに、外部及

び内部の研修への積極的な参加を促し職員の育成を行う。 
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  (3) 服務制度の充実 

 

    ＜服務制度の充実＞【32301】 

     働き方改革関連法の施行に伴う対応を着実に進め、働きやすい環境を整える。

また、教員勤務実態調査、教員・職員満足度アンケート及び教職員ストレスチ

ェックを継続的に実施し、これらから抽出された課題等について解決に向けた

取組を進める。 

 

 ３ 事務等の効率化・合理化に関する取組 

 

    ＜適正な業務運営＞【33101】 

     円滑な業務運営ができるよう、事務処理手順の継続的な見直しと、事務の簡

素化による業務の効率化を図る。 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する取組 

 

 １ 自己収入の確保に関する取組 

 

    ＜自己収入の確保＞【41101】 

     授業料については、国公立大学の状況や社会経済情勢等の把握に努め適正な

料金水準を維持する。 

 自己収入額については、増額に向け努力する。また、修学支援基金寄付金に

ついては、継続して寄付が集められるよう税額控除制度の適用となったことも

含め積極的に周知を図る。 

 

    ＜外部資金の獲得＞【41102】 

     教員が競争的資金を積極的に獲得できるよう、研究者向け助成金の情報を提

供する「外部資金助成情報管理システム」を適切に運用する。また、獲得状況

等について適宜集約を行う。 

 外部との共同研究や受託研究、受託事業には、各教員の業務量等を参考にし

つつ、外部資金の受入を図る。 

 

 ２ 経費の抑制に関する取組 

 

    ＜経費の抑制＞【42101】 

     教育・研究予算を精査し、適正な配分を行うとともに決算数値や大学の経営
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状況などを教職員に対してわかりやすく説明することにより、コスト意識の向

上と経費の抑制を図る。 

 

 ３ 資産の運用管理の改善に関する取組 

 

    ＜資産の適正管理＞【43101】 

     資産の管理・運用を安全かつ適正に行うとともに、本学の教育、研究活動に

支障が生じないよう、施設や設備の維持管理・点検を実施する。また、施設の

利用状況を把握の上、教職員や学生の意見を反映し、施設の有効活用を図る。 

 

    ＜資産の有効活用＞【43102】 

    ・教育、研究活動に支障がない範囲で、体育館、テニスコート等の本学施設を

適切な料金により貸出を行う。 

 

・本学が保有する知的財産については、「産学連携知的財産アドバイザー」の支

援を得て、積極的に情報発信していくことにより、販路の開拓に繋がるよう努

める。 

 

Ⅴ 自己点検・評価及び情報の提供に関する取組 

 

 １ 自己点検及び自己評価の充実のための取組 

 

    ＜自己点検・自己評価の充実＞【51101】 

     平成 30 年度の業務実績に関する評価結果等を参考に、第二期中期目標の達

成に向け、教職員が一丸となって取組を行う。取り組んだ実績については、自

己点検評価委員会で検証を行った上で、三重県公立大学法人評価委員会の評価

を受ける。 

 また、法改正に伴い提出が必要となった第二期中期目標期間の見込業務実績

についても、同様に評価を受けるとともに、第三期中期計画についての検討を

進める。 

 さらに、平成 30 年度に作成した自己点検・評価報告書等をもとに（公財）

大学基準協会による認証評価を受審し認証を取得する。 

 これらの点検や評価を通じて、内部質保証機能の充実を図る。 

 

 ２ 情報公開等の推進のための取組 
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    ＜情報発信・情報公開の推進＞【52101】 

    ・本学のホームページやＳＮＳなどを活用して、積極的に大学情報を発信する

とともに、マスメディアを活用した情報発信を推進する。また、より効果的な

情報発信ができるよう戦略的な広報を推進する。 

 

・情報公開に関する条例・規程に基づき、県民からの情報公開請求に適切に対

応する。 

 

    ＜個人情報の保護＞【52102】 

     教職員・学生に対して、個人情報保護の重要性について周知するとともに、

特定個人情報をはじめ大学が保有する個人情報の管理を徹底する。 

 

Ⅵ その他業務運営に関する重要な取組 

 

 １ 施設・設備の整備、維持管理等に関する取組 

 

    ＜教育環境の整備＞【61101】 

     目的積立金等を活用して、質の高い教育、研究を実践するための施設・設備、

備品等の整備・充実を図る。また、中長期改修計画等を踏まえ、施設・設備の

改修を進める。 

 

    ＜環境等への配慮＞【61102】 

     省資源、省エネルギー等の環境に配慮した施設・設備の整備や管理運営を行

う。 

 

 ２ 危機管理に関する取組 

 

    ＜危機管理への対応＞【62101】 

     教職員及び学生の危機管理への意識を高めるため、年度当初のオリエンテー

ションやガイダンスにおいて研修を行う。 

 平成 30 年度に制定した各種規程や計画に基づいて、発災時に危機管理体制

が稼働するよう訓練等を実施する。また、安否確認システムについて周知徹底

し、操作訓練を実施する。 

 平成 31 年度に創設される県内看護系学部を擁する４大学で構成する「三重

県看護系大学防災協議会（仮称）」において、大規模災害時の協力のあり方に

ついて検討を進める。 
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 侵入者対策等、防犯対策については、研修の実施、委託業者との連携などに

より、臨機応変に対応できる体制を強化する。 

 

 ３ 人権の保護に関する取組 

 

    ＜人権尊重の推進＞【63101】 

     学生、ハラスメント相談窓口、調整員のハラスメント防止に対する認識を高

めることを目的に研修会を行う。 

 ハラスメント防止のガイドラインなどを充実する。 

 

Ⅶ 予算、収支計画及び資金計画 

  別紙のとおり 

 

Ⅷ 短期借入金の限度額 

  １億円 

  想定される理由 

 運営交付金の受入時期と資金需要との時間差及び事故の発生等により緊急に必

要となる対策費として借り入れることが想定される。 

 

Ⅸ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

  なし 

 

Ⅹ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上、組織運営及び施設設 

備の改善に充てる。 

 

Ⅺ 施設及び設備に関する計画 

  なし 

 

Ⅻ 積立金の使途 

前中期目標期間繰越積立金については、教育研究の質の向上、組織運営及び施設設 

備の改善に充てる。 
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〔別紙〕 
予算、収支計画及び資金計画 
１．予算 

平成３１年度 予算 
（単位：百万円） 

 金 額 
収入  
 運営費交付金 ７４３ 
 自己収入 ２８８ 
  授業料 ２１７ 
  入学金 ２７ 
  入学検定料 ７ 
  雑収入 ３７ 
 受託研究収入 ３ 
 補助金収入 ３４ 
 寄付金収入 ０ 

目的積立金 ３３ 
基金取崩額 １ 

計 １，１０２ 
支出  
 教育研究経費 ３１２ 
 人件費 ６６０ 
 一般管理費 １３０ 

計 １，１０２ 
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２．収支計画 
平成３１年度 収支計画 

（単位：百万円） 
 金 額 
費用の部 １，０９９ 
 経常経費 １，０９９ 
  業務費 ９７５ 
   教育研究経費 ３１５ 
   人件費 ６６０ 
  一般管理費 １０５ 
  減価償却費 １９ 
収益の部 １，０９１ 
 経常収益 １，０９１ 
  運営費交付金収益 ７４３ 
  授業料収益 ２２０ 
  入学金収益 ２７ 
  入学検定料収益 ７ 
  雑益 ３７ 

受託研究等収益  ３ 
寄付金収益 １ 

  補助金収益 ３４ 
  資産見返運営費交付金等戻入 １６ 
  資産見返物品受贈額戻入 ３ 
 純損失 ８ 
  目的積立金取崩 ８ 
  総利益 ０ 
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３．資金計画 
平成３１年度 資金計画 

（単位：百万円） 
 金 額 
資金支出 １，１０２ 
 業務活動による支出 １，０３６ 
 投資活動による支出 ３３ 
 財務活動による支出 ３３ 
 次期中期目標期間への繰越金 － 
資金収入 １，１０２ 
 業務活動による収入 １，１０２ 
  運営費交付金による収入 ７４３ 
  授業料及び入学検定料等による収入 ２５１ 
  その他の収入 ３７ 
  受託研究収入 ３ 
  補助金収入 ３４ 
  寄付金収入 ０ 
  目的積立金 ３３ 
  基金取崩額 １ 
 投資活動による収入 － 
 財務活動による収入 － 

 


